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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本フロアーポリッシュ工業会（JFPA）及

び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出が

あり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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床用洗剤－表面洗剤及び剝離剤－試験方法 

Test methods for floor cleaners-Surface cleaner and remover 

 
1 適用範囲 

この規格は，建築物の床の表面に付着した汚れを化学的に取り除くことを目的とした業務用の床用洗剤

のうち，表面洗剤及び剝離剤（以下，床用洗剤という。）の試験方法について適用する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 5705 ビニル系床材 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 2001 工業用潤滑油－ISO 粘度分類 

JIS K 2249-2 原油及び石油製品－密度の求め方－第 2 部：浮ひょう法 

JIS K 2249-3 原油及び石油製品－密度の求め方－第 3 部：ピクノメータ法 

JIS K 3211 界面活性剤用語 

JIS K 3920 フロアーポリッシュ試験方法 

JIS K 7117-1 プラスチック－液状，乳濁状又は分散状の樹脂－ブルックフィールド形回転粘度計によ

る見掛け粘度の測定方法 

JIS K 8625 炭酸ナトリウム（試薬） 

JIS L 1021-18 繊維製床敷物試験方法－第 18 部：汚れ試験方法 

JIS R 3503 化学分析用ガラス器具 

JIS R 3505 ガラス製体積計 

JIS Z 8741 鏡面光沢度－測定方法 

JIS Z 8781-4 測色－第 4 部：CIE 1976 L*a*b*色空間 

JIS Z 8802 pH 測定方法 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS K 3211 によるほか，次による。 

3.1 

フロアーポリッシュ 

清掃に用いる化学製品のうち床材の保護・美観のために塗布するもので，乾燥後に皮膜を形成し，経日

後必要なときに，物理的方法・化学的方法によって容易に除去できるものをいい，床用ワックスともいう。 


